
ト
一
道
は
十
一
号
線
に
く
ら
べ
非
常
に
悪
い
ト
ル
に
小
桐
耳
堂
が
あ
っ
て
そ
の
南
遠
く
か
ら
も
よ
く
目
に
つ
き
、
亙
轟
く
熟
し
、
昧
が
甘
い
の
で
子
供
も
食
べ
逮
し
、
国
民
の
経
済
生
活
の
安
定
と
福

一
が
四
十
一
一
一
年
度
ま
で
に
工
事
が
完
成
す
紙
面
境
内
右
隅
に
ム
ク
ノ
キ
が
直
立
し
て
守
の
木
と
し
て
さ
わ
し
い
も
の
で
す
一
ま
す
。
ま
た
葉
場
選
く
の
に
珍
重
守
増
進
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

一

る

と

号

。

物

震

に

つ

い

て

傷

力

一

'

=

正

い

ま

す

o

警
は
球
の
よ
う
に
丸
く
枝
ム
ク
ノ
キ
は
一
一
新
民
主
喜
一
さ
れ
ま
す

0
2ム
ク
エ
ノ
キ
)
一

L
M
r
d認
前

れ

材

口

一

す

る

と

述

べ

た

。

一

初

日

物

帯

)

き

さ

ん

着

け

て

い

ま

す

。

春

一

木

で

4
8査

霊

長

時

い

日

い

じ

!

了

、

政

府

機

関

、

県

、

市

町

村

な

だ

一
ま
た
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、
志
一
民
キ
時
、
時
八
・
八
メ
ー
ト
ル
o

量
り
周
五
・
一
ニ
?
に
ん
に
も
融
一
一
機
購
鶴
輔
麟
轍
醸
轄
す
資
し
て
、
国

ω霊
の
発
展
、
公
共

一
飛
躍
的
な
人
口
の
増
加
は
ま
な
い
が
一
:
結
ノ
捌
肘
六
メ
ー
ト
ル

o
E一十

:77山

川

襲

撃

韓

関

融

盟

τの
促
進
に
大
き
な

i
t

一
現
状
を
維
持
す
定
め
に
、
地
場
重
一
同
一
天
ク
東
村

;
5へ

十

三

子

ト

一

人

襲

撃

襲

離

職

購

盟

マ

お

り

ま

す

。

一
塁
礎
に
し
た
工
場
誘
致
が
望
ま
し
い
一
日
一
定
ム
惇
西
日
ル
、
西
へ
十
・
八
メ
ー
ト
ル
、
雨
へ
十
一
口
瀦
認
麟
嬢
糟
噛
鱒
鱒
鞠
輯
輯
麟
鱒
翻
一
大
洲
市
に
お
い
て
も
、
小
中
長
の

具
体
的
な
も
の
が
あ
れ
は
考
え
た
い
た
一
指
境
刷
処
年
二
・
三
メ
ー
ト
ル
ぷ
へ
十
一
ニ
・
九
メ
川
一
吉
川
鱒
欝
鱗
融
麟
麟
融
鱒
輔
盤
石
、
市
営
住
宅
、
水
道
事
業
容
」
に

一

一

伊

ご

ロ

処

田

田

2

1

レ

。

、

VAri--汁
輔
騨
繍
関
閣
議
輯
麟
輔
醐
臨
鱒
鞠
購
轍
鱗
玄
叡
の
長
期
融
資
乏
人
け
て
お
り
、
本

一

述

べ

ま

し

た

。

一

日

一

一

附

田

和

ト

ノ

で

す

川

川

一

一

一

一

一

一

rJ川川弓
r

一山孔
d

い叶…1~一
一
磯
騨
購
肘
輔
鱒
輔
鱒
鱒
騨
鱒
糊
繍
轡
醐
盟
一

F年度
警
も
国

E民宿雲ム舎百に温温泉雪J

存を庁佐奇」号引号く工量事

一
観
光
語
面
で

Eは、一肱照川流譲域の良県立吉自一玄申
T-

一

L訴
地
者
昭
本
葬
幹
は
宗
が
』
ら
り
ん
洞
と
名rな。つぞてい宅てそ
Zの

γ

川主ム二一一ハ一ハ一
J

百
璽
工
量
量
業
童
者
、
票
宮
団
本
特
代
表
警
者
-
ら
り
四
十L一然雲3ム
菌
図
の
皇
建
、
ウ
骨
飼
肝
い
妻
害
に
た

Rい
一
忘
帆
…
返
大
需
(
中
に
マ
サ
キ
が
入
り
込
み
、

2
・
¥
?
に

1
4麟

鱗

鱗

麗

鱒

鱒

麟

麟

鱒

翠

ず

た

毎

年

市

財

政

望

の

た

め

毒

の

一
川
が
出
府
し
て
、
商
工
、
直
上
の
問
一
?
援
助
蓄
の
花
、

i
t

…

二

一

1

三
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
宮
ば
し

1
りんご小一一泊

γ麟

欝

轟

髄

藤

勝

」

期

撃

を

受

け

て

大

変

助

か

っ

て

お

主
一
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
一
震
セ
ン
タ
|
の
書
、
警
の
金
一

J

て
繁
っ
て
い
ま
す
o

こ
の
木
は
ム
ク
ノ

f一
円

主

購

耀

議

轍

難

輔

離

麟

溜

一

り

ま

す

o

実
一
レ
た
o

と
く
に
産
業
経
済
の
震
と
観
一
層
除
。
県
営
動
留
の
設
置
な
ど
に
一

E
I喜
標
高
約
一
二
百
七
十
メ

1
2っ
ち

市

内

で

は

屈

指

突

き

さ

で

ゾ

:

:

会

議

川

護

襲

襲

覇

聾

2
一
こ
れ
ひ
と
え
に
、

E
の
皆
三
の

懇
一
山
市
発
足
め
の
道
路
の
改
修
や
人
口
一
い
っ
て
要
望
し
た
が
、
県
音
然
公
園
一
ま
た
、
労
政
関
引
引
制
引
劇
引
和
配

1
1
1一
川

副

引

引

引

引

引

叶

川

町

の

少

年

た

ち

は

、

進

学

や

聞

は

詩

吟

何

時

間

取

政
一
切
に
対
す
る
襲
、
遺
産
業
後
継
一
の
指
定
と
ウ
飼
い
い
つ
い
円
山
崎
明
日
一
の
確
保
、
量
産
委
継
者
の
夏
、
一
昭
和
四
十
年
八
月
一
王
日
か
り
昭
一
十
万
円
十
十
万
円
十
反
主
主
な
刊
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
の

7
協
力
量
っ
て
い
ま
す

一

り

即

日

前

川

む

日

常

か

一

時

目

前

関

空

観

光

的

一

当

日

昔

諸

問

一

日

程

ト

リ

ド

一

む

こ

え

喜

一

一

十

万

円

十

一

許

諾

鰐

向

井

お

は

な

は

ん

M

l

一

県

側

で

は

、

そ

の

施

策

や

考

え

方

を

よ

一

な

視

野

で

協

議

、

で

き

る

な

れ

ば

推

進

一

一

一

一

い

ま

す

。

そ

の

た

め

ち

ょ

っ

と

の

こ

と

一

く
説
明
、
こ
ん
ご
は
県
と
京
協
力
し
了
た
い
。
劫
需
主
主
で
没
置
す
と
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。
一
償
金
は
き
り
れ
ま
せ
ん
。
一
十
高
土
ハ
万
円
+
反
当
ニ
干
円
霊
行
へ
の
道
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
一
で
大
洲
口
ケ

E
て
当
面
す

iの
解
決
説
た
ら
一

2
曜
日
「
L
I
-
-
i
説
轄
す
農
地
を
一
畝
白
星
一
駐
日
間
持
さ
れ
五
年
(
一
緒
計
百
誌
な
一
「
た
き
り
」
に
か
わ
っ
て
四
月
か
り

が
一
な
け
れ
ば
な
り

R
E
f
tま一

1

一
商
着
目
の
六
割
以
占
最
さ
一
一
反
未
満
)
又
字
年
(
一
反
以
上
す
年
た
ち
の
進
む
コ
l
ス
は
違
っ
て
い
冨
す
る
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「

望
一
し
た

υ

一

請

求

手

続

は

早

く

一

れ

た

方

ま

た

は

そ

の

遺

族

(

員

一

)

で

償

還

さ

れ

ま

す

o

受
領
は
毎
年

τ、
お
の
考
え
方
や
事
に
は
大
お
は
な
は
ん
」
の
大
洲
口
ケ
字
百

要

一

一

懇

談

会

で

は

、

ま

す

商

工

関

係

と

し

一

関

係

を

合

む

配

偶

者

、

子

、

孫

、

父

一

六

月

十

吾

票

者

の

指

定

さ

れ

た

÷

き

な

開

き

は

あ

り

ま

せ

ん

o
τ
一
一
日
に
、
城
山
、
ぉ
聖
衛
愚
政
、

部
一
一
一
一
一
世
間
川
一
宮
市
農
業
委
員
会
へ
一
官
民
自
一
日
当

1
支一単一一一一読者同時計

一
前

i
須
崎
線
)
の
改
修
、
国
劇
格
一
昨
年
本
紙
八
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
一
百
万
円
ま
で
交
付
さ
れ
る
も
の
で
早
く
一
場
合
は
そ
の
相
続
人
。
一
以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
該
当
事
一

1
1
I
1
1
l
τ

に
つ
づ
い
て
窓
っ
た
も
の
で
、
出

向
町
田
(
五
六
、
百
九
十
七
号
線
)
改
修
一
た
よ
う
に
、
た
だ
い
ま
農
業
霊
会
で
一
請
求
宇
警
号
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

O
報
償
金
の
金
額
は
、
次
の
方
法
で
計
一
未
棄
の
方
崩
日
と
い
わ
ず
阜
首
一
銃
の
保
管
は
演
者
は
、
お
は
な
は
ん
役
の
樫
山
文
枝

莫

ω阜
期
完
成
な
ど
に
つ
い
て
強
く
要
望
一
は
、
量
報
償
金
の
請
求
一
事
務
長
生
種
金
量
く
存
さ
れ
る
と
い
う
こ
一
算
さ
れ
ま
す
。
収
令
書
と
認
印
(
令
書
の
な
い
方

i
一

三

そ

の

毒

(

ぎ

の

織

田

震

で

活

一
点
一
に
対
し
て
、
県
側
は
幹
線
道
路
の
一
扱
っ
て
い
ま
す
o
-
一
の
報
償
金
は
農
地
一
と
に
た
り
ま
す
o

一
買
収
さ
れ
た
農
地
が
一
堅
け
で
結
構
で
す
)
を
ご
持
参
の
う
一
厳
重
に
官
し
た
高
橋
幸
治
り
で
す

O

『

五二コ
J
i
J
〈
3
0
司一

2
P宣
言

5
2苦
言

一

重

量

聖

η
あ

ら

ま

し

一

v
一

反

未

満

の

場

合

一

律

一

万

円

一

ぇ

、

豊

来

委

員

会

へ

お

い

で

く

だ

さ

い

一

宮

、

、

一

「

一

-
7
1
i
l
-
-卜

j
i
l
i
r
i
-
-ま

で
の
場
合
反
当
一
一
万
円
一
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
(
く
わ
し
い
一
議
事
り
ま
す
と
と

A
L
E
Eの

出
語
、
奇
は
松
}

J
?
i
i
ι
i
u引
炉
供
与
え
に
老
朽
で
危
険
な
一
の
と
な
り
ま
し
た
o

ま
た
、
こ
の
施
工
一

v一
審
こ
え
一
一
町
ま
で
喜
一
一
一
お
問
い
合
わ
せ
は
農
業
委
員
会
へ
)
一
た
ま
の
著
書
か
き
か
に
」
山
市
の
西
南
、
松
山
か
り
汽
車
で
一
一

一
=
一
万
六
百
、
工
事
費
者
意
敬
一
た
め
改
築
一
手
急
い
で
い
た
も
の
で
す
。
一
に
は
雲
町
の
向
井
建
設
が
あ
た
り
、
一
十
万
円
+
量
一
万
円
一
大
洲
市
農
業
委
員
会
り
院
日
ト
に
は
、
銃
や
…
猟
用

L
時
間
半
、
山
紫
水
明
の
小
都
市
で
あ
一

一
三
郎
(
大
洲
)
給
水
人
口
千
七
百
人
一
改
憲
れ
た
同
出
張
所
は
、
木
造
瓦
一
総
工
書
十
万
円
、
建
坪
は
二
0
・

王

一

薬

の

盗

難

、

子

ど

も

の

持

ち

出

し

に

土

る

。

裁

で

名

高

く

、

伊

予

の

京

都

一

上
須
戒
簡
水
が
完
成
「
長
野

2九

百

一

言

U割
引

い

れ

許

諾

話

語

新

入

学

児

を

交

通

;

故

か

ら

守

ろ

う

一

町

内

布

団

関

昨

日

時

計

揺

計

百

十

1一
時

一

品
章
一
五
形
的
に
か
な
り
困
難

ωあ
っ

た

こ

一

=

一

十

五

万

六

千

円

、

口

ま

に

日

間

給

付

師

事

主

主

語

国

語

笠

明

日

日

終

日

告

訴

環

日

朝

九

日

稲

川

町

山

岳

山

十

一

の
簡
易
水
道
工
事
議
、
四
月
百
一
と
が
想
像
で
き
ま
す
o

ま
た
導
水
、
浄
一
予
電
気
水
道
K
K
F

十
一
へ
か
、
新
し
く
通
学
を
は
じ
め
ま
一
も
た
ち
を
蓄
菱
重
故
宮
守
る
一
に
対
す
る
好
寄
生
保
管
室
の
手
五
吉
宗
は
じ
ま
り
ま
す
o

ど
っ
き
需
一

か

ら

完

全

給

水

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

一

水

、

菜

、

配

水

は

安

全

自

動

他

さ

れ

一

山

)

索

、

人

口

八

百

す

。

一

語

、

四

月

を

一

ち

に

よ

る

も

の

で

す

。

一

三

さ

い

。

一

一
て
お
り
、
現
在
試
験
給
水
害
な
っ
て
一
六
丈
(
ニ
O
O世
帯

旬

、

ど

り

ま

せ

て

通

学

す

る

幼

い

こ

一

「

新

入

学

児

裏

墨

事

故

か

与

る

月

一

銃

や

火

薬

害

、

知

識

や

経

験

の

な

一

一

こ

r工
事

告

に

よ

っ

て

置

を

一

受

一

い

ま

す

が

、

ぃ

五

も

よ

い

室

っ

一

〕

ど

M
た
ち
の
姿
に
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
一
間
」
と
し
て
県
警
る
み
で
強
力
に
一
挙
興
味
本
位
で
雪
こ

i

L直
同
γ
一

け
る
号
、
六
十
%
を
超
え
る
程
度
一
て
い
ま
す
。
警
察
の
と
お

J
一
柳
沢
診

e

思

詩

作

品

即

日

む

一

す

け

臨

む

れ

れ

向

日

下

一

刊

誌

訪

日

目

紅

葉

問

時

一

愛

媛

県

の

広

報

番

組

一

1
1
1
1
1
1
1
4叶
引

引

引

川

町

川

川

一

一

田

処

出

張

意

か

長

ま

し

い

交

通

事

故

の

犠

牲

者

一

め

、

新

入

学

児

を

も

っ

各

家

庭

で

は

、

一

も

た

り

、

い

じ

ら

引

た

り

し

な

い

土

一

市

議

会

議

長

間

市

…

消

防

盟

国

長

、

大

量

喜

一

斤

ョ

落

成

と

し

な

い

よ

う

父

兄

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

一

子

ど

も

に

交

通

ル

ー

さ

正

し

く

理

解

一

う

に

注

意

す

る

こ

と

が

必

要

で

す

。

一

v南
海

放

送

テ

レ

ビ

一

ト

型

車

明

氏

逝

去

長

、

荷

車

P

T

A

会

長

、

八

多

一

一

一

}

カ

と

皆

ん

な

で

気

を

つ

け

、

交

謹

事

故

か

す

て

お

い

て

く

だ

さ

い

。

一

fil--)閣
は

じ

ト

一

毎

週

前

関

正

問

・

ω
一

仁

一

ト

大

洲

病

院

で

入

院

時

詩

話

時

刊

れ

れ

間

同

時

ら

詔

日

吋

川

町

民

百

十

起

こ

っ

た

一

学

年

末

の

少

年

非

行

一

建

設

事

業

に

一

三

月

十

九

討

轄

区

の

喜

一

加

害

、

六

日

午

後

十

一

時

半

ご

ろ

会

議

室

、

全

悶

巾

議

室

長

会

一

が

三

月

四

日

新

改

築

喜

一

語

詰

特

許

百

九

名

の

一

を

防

こ

う

一

も

融

資

一

三

月

二

士

ハ

日

w
植
樹
祭
(
予
定
)
一

急

性

心

不

全

、

気

官

支

ぜ

ん

息

で

逝

長

か

ら

表

彰

さ

れ

て

い

ま

す

。

士

し

ま

し

た

。

死

者

一

一

一

名

一

学

年

末

は

、

少

年

た

ち

に

と

っ

て

一

。

一

V
南
海
放
送
ラ
ジ
オ
「
県
政
だ
よ
り
」
一

去

さ

れ

ま

し

た

。

五

十

五

歳

で

し

た

十

五

日

午

後

一

時

か

り

八

多

喜

公

一

一

旧

出

張

所

は

、

大

正

五

傷

者

三

二

二

名

一

卒

業

、

進

学

、

就

底

と

心

身

と

も

に

あ

一

簡

易

保

険

の

増

強

運

一

毎

週

日

曜

日

ω・日

tu∞
一

昭

和

二

十

二

年

か

ら

市

に

な

る

ま

民

館

で

、

市

民

ら

多

数

の

会

葬

を

え

一

一

年

に

住

宅

と

し

て

建

て

ら

で

あ

っ

た

こ

と

を

考

え

れ

ば

、

一

わ

た

だ

し

い

時

期

で

す

。

一

動

す

す

め

る

て

一

一

月

二

十

日

H
新
入
学
児
を
交
通
事
一

で
粟
津
村
議
、
議
長
を
つ
と
め
、
合
て
し
め
や
か
に
市
議
会
票
警
一
一
れ
た
も
の
を
A
扉

の

年

に

「

、

お

子

さ

ん

を

交

通

事

故

か

り

す

た

一

そ

の

反

面

、

卒

業

白

か

ら

入

学

、

一

一

古

か

ら

、

7

一

併
と
と
も
市
議
に
当
選
一
一
面
、
四
十
れ
ま
し
た
o

一
昨
日
吋
十
れ
は
ほ

urつ
願
い
は
当
然
の
願
い
と
思
い
ま
一
日
開
設
可
空
白
状
態
が
続
く
ニ
年
間
常
が
町
駅
鴎
僻
四
一
一
一
月
二
十
七
日
一
時
叩
の
お
し
ら

月3 

日昭和 41年 5月 15 

所

務課

(月1回発行)

役

集

所行

市

発

洲

編

1大

総

第 12 -1号

↑
引
越
さ
れ
た
と
き
は

一

必

ず
。
住
民
登
録
と

O
国
民
年
金
の

手
続
き
を

口 41.583

男 19.910
女 21.673

世帯数 10.081 
(以上は住民登録による)

面積 240.93平方

キロメートル

(1) 

人

道
路
改
修
に
強
い
要
望

日

県

商

工

労

働

部

開

く

一
一
県
政
懇
談
会
H

一
日
商
工
労
働
部
は
二
月
十
五
日
、
大
洲
商
工
会
議
所
で
県
の
関
係
部
理
長
ら
が
出
町
一

一

一

し

て

開

か

れ

ま

し

た

。

一

四
月
か
ら
完
全
給
水
へ

平
野

)
 

4
E
E
A
 

q
G
 

(
 

完
成
し
た
上
須
戒
簡
水
(
上
)
と
柳
沢
診
悶
処
出
張
所
(
下
〉

胸



ズ
ミ
の
駆
除
は
全
市
民
の
隅
々
に
ま
で
一
四
十
空
度
に
行
な
っ
た
成
人
病
検
診

浸
透
し
、
健
康
都
市
の
面
白
の
一
端
を
一
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

修
め
て
お
り
ま
す
。
一
こ
れ
に
よ
る
と
検
診
を
受
け
た
人
は

そ
こ
で
寄
生
虫
駆
除
五
カ
年
の
成
績
一
千
七
十
九
名
で
、
そ
の
う
ち
次
の
よ
う

を
見
て
み
る
と
一
な
病
気
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
函
の
部
(
陽
性
(
虫
の
い
る
)
率
一
①
高
血
圧
症
二
五
九
名
一
さ
る
三
日
、
車
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
消
一
演
技
、
表
彰
な
ど
を
。
そ
の
あ
と
中
村

l

手
六
年
芝
、
三
十
七
年
初
一
③
心
蔵
疾
患
八
八
名
防
団
員
ら
お
よ
そ
干
名
か
参
加
し
て
消
河
原
で
み
ご
と
な
一
豪
華
室
町
↓
山
火
事
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
い
る
の
で

%
、
三
大
年
号
、
三
十
九
年
一
③
悪
性
新
生
物
一
名
一
防
埋
め
式
を
行
な
い
ま
し
た
。
一

tた
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
山
で
の
火
の
扱
い
に
十
分
注
意
す
る
必

努
、
四
十
年
行
・
3
%
一
④
そ
の
他
成
人
性
疾
患
三
八
喜
一
例
に
よ
っ
て
八
時
宮
市
内
バ
レ

l
Eり
士

要

が

あ

り

ま

す

。

V
学
校
の
部
(
種
率
)
一
計
七
一
一
一
一
一
一
名
(
疾
病
歪
ハ
八
%
)
一
ド
、
宮
で
は
機
械
器
具
点
検
、
消
防
一
合
本
消
防
協
会
長
質
事
選
手
こ
々
汲
の
こ
と
が
り
を
守
っ
て
く

一
で
異
状
の
な
い
人
は
約
半
数
の
一
ニ
八
五
一
、
審
議
機

Y
一
ヘ
議
踏
襲
警
護
襲
平
野
)
西
山
泰

(fL

小
学
校
は
拘
禁
色
在
、
中
学
一

Zっ
て

い

ま

す

。

襲

撃

鑑

襲

警

畿

大

川

)

会

知

事

一

定

ば

こ

の

ス

イ

ガ

ラ

の

葉

三

月

の

事

の

く

ら

し

は

、

な

に

か

叫
す
か
ら

m・
9
だ
な
り
ま
一
ま
た
、
こ
の
異
状
者
を
年
令
別
に
盤
輔
轍
附
幽
鶴
麟
機
騒
轍
由
民
l
武

内

康

(

新

∞

川

河

川

純

燃

の

始

末

と

多

忙

な

お

で

す

o

入
学
準
備
、
進

一

見

て

み

る

と

、

読

鱒

鰯

マ

〉

鱒

鱒

機

盤

機

鶴

谷

)

二

宮

良

忠

二

学

、

受

験

、

卒

業

、

就

職

な

ど

、

主

一
般
と
学
校
の
部
室
口
わ
せ
て
一
一
一
一
=
一
二
十
九
才
以
下
二
名
一
議
鯛

7
¥購議
襲

一

一

般

家

庭

、

防

火

対

象

も

を

忠

に

し

た

雑

用

が

多

い

之

、

%

の

も

の

が

一

四

・

七

%

と

順

次

好

成

一

議

題

騒

騒

轟

響

機

欝

富

)

上

回

雲

春

を

迎

え

る

た

め

実

J

事
万
票
、
主

績
を
あ
げ
て
お
り
ま
す

o

Z

H
材
料
七
日
目
一
瞬
糊
鰯
麟
騨
麟
鱒
機
繍
繍
(
上
須
戒
)
大
藤
物
の
一
斉
立
入
検
査
一
一
般
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い

i
マ

佳

作

四

名

一

平

小

学

校

給

町

田

、

4
月
ロ
日
一
婦
の
肩
に
か
か
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、

3
f
J
R
iは
一

五

十

九

才

以

下

一

六

O

名

鵠

欝

麟

騨

轍

鱗

鶴

一

苦

情

ぷ

刊

誌

γ
接

持

時

一

け

十

諮

問

団

間

関

許

可

一

。

認

可

)

一

久

米

小

学

校

角

皆

、

4
月

刊

日

一

持

能

諮

問

い

特

技

コ

こ

く

じ

た

良

品

目

日

野

立

五

日

以

下

一

一

話

藤

灘

鱒

鱒

麟

z
i
l
-
-
r
i
l
一

言

龍

一

壁

土

問

、

土

語

震

わ

刊

誌

る
く
住
み
よ
い
美
し
い
市
に
主
っ
と
百
三
に
寄
霊
を
な
く
す
こ
と
で
あ
一
こ
れ
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
互
験
器
購
麟
麟
灘
機
機
騒
米
)
急
消
防
止
貯
蓄
高
は
二
六
五
億
円
に
一
)
マ
銅
賞
、
松
本
雲
(
同
三
奇
公
会
堂

4月
日
、

4i子ど
も
の
将
来
に
大
き
く
影
響
す
る
こ

'
健
豪
語
を
喜
一
一
目
し
て
以
来
、
三
一
り
、
愛
こ
の
こ
と
に
実
の
ご
協
力
一

2
2必
ず

成

人

病

検

霊

感

総

論

麟

錦

織

機

織

機

騒

会

長

賞

品

合

主

一

軍

(

同

五

)

一

4
月

U
E
Fお
忘
れ
に
な
り
な
い
で
く
き
い

隅
一
カ
年
星
通
し
た
が
、
白
書
一
を
願
っ
て
、
寄
室
長
ら
ぬ
日
一
け
、
そ
れ
に
よ
♂
て
自
分
の
気
の
つ
干
し
轟
欝
騒
欝
盤
暗

Z
昨
年
十
二
月
に
幕
を
あ
け
た
四
十
年
一
と
を
ご
苦
し
市
こ
の
尊
い
喜
一
(
中
学
校
)
一
目
、
毎
日
若
手
分
一

v喜
入
学
前
の
準
備

ぜ
詰
示
;
日
ι欝麟
盤

宅

い

i
i弓

持

毘

話

一

一

冨

罫

酷

佳

艶

輩

酷

葺

一

官

E恥駐主主B配長長号詩訴特号号1
吋
持
詩

z2:
狩背詰22
仔詰詰詰諒京詰ヤ可吻

広
一
詰
…
同
出
…
出
出
詰
開
担
梢
主f
主

一

hh引ドド」れむ子?ドド苧Tム六交ハ父八%乙一百話叩思#誕出品耐記出出…山炉民町一伊怯時[品指一軒民H
昨

民

時

民

町

が

が

一

一

廿

一

廿

吋

で

:

鱒

リ

一

申

告

一

一

昨

目

的

缶

詰

一

五

割

圏

一

訳

出

一

1
1
1
1
1
H
i
l
l
i
-
-
?
む
引
引
引
u
j
i
L引

引
了
よ
う
に
み
ら
れ
ま
す
o

こ
の
よ
十
万
目
下
」
が
十
四
%
、
ヨ
一
斉
非
常
な
ご
協
力
を
い
在
室
し
た
。
一
ロ
ポ
ス
タ
ー
(
一

C
O点
)
一
三
月
ご
ろ
に
宮
と
、
よ
れ
恥
や
す
い
さ
つ
が
で
さ
こ
と
。

ー

欝

線

第

務

羅

羅

雛

銭

前

一

一

誌

に

い

1
両

日

目

科

目

[

河

川

U
Z
H
U
H
-日計
四

日

民

主

計

十

一

担

当

時

一

一

辛

口

一

語

一

一

詰

河

内

科

ぺ

ι問

一

一

ド

H

H
一

2
2
2
2
2
Z
2
2
2
2
2
2
2
3
な
り
多
く
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
「
相
手
方
の
否
」
(
二

0
2
、
「
ん
だ
り
、
語
、
パ
チ
ン
コ
な
ど
の
か
い
え
ま
せ
ん
が
、
協
議
離
婚
進
呈
一
で
は
つ
れ
し
い
語
研
あ
げ
ま
し
た
。
一
ほ
井
賢
二
(
同
二
)
橋
広
妙
高
一
ニ
か
り
で
は
な
く
、
借
金
要
あ
る
い
は
一
る
こ
と
。

一
昭
和
=
干
六
年
に
言
語
人
少
年
局
思
わ
れ
ま
す
。
相
手
方
の
病
気
」
(
六
%
)
な
ど
が
お
け
ご
と
に
熱
中
す
る
夫
、
ち
ょ
っ
と
し
り
は
ず
っ
と
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
一
応
募
総
数
二
百
三
十
四
点
は
、
い
ず
れ
一
)
史
書
露
中
一
一
)
東
田
利
一
月
賦
で
晶
君
買
う
と
き
な
ど
、
こ
の
一
④
ハ
ン
カ
チ
、
有
紙
の
使
い
ガ
春

一
離
婚
と
婦
人
の
地
位
か
ら
発
表
さ
れ
た
「
協
議
離
婚
に
つ
い
と
こ
ろ
で
、
家
庭
裁
判
所
長
高
も
な
理
由
に
あ
げ
り
れ
て
い
ま
す
。
こ
た
こ
主
ら
す
ぐ
暴
力
を
ふ
る
つ
わ
が
す
。
そ
れ
は
、
家
庭
裁
判
所
で
は
、
旦
も
優
秀
な
作
品
ば
か
り
で
し
た
が
、
さ
一
字
通
事
一
)
小
西
千
秋
(
一
保
証
人
高
ま
れ
た
り
頼
ん
だ
い
す
る
一
理
が
で
き
ぶ
こ
と
。

題
一
戦
後
、
新
し
い
警
の
理
想
に
そ
っ
て
の
調
査
」
の
震
に
よ
り
ま

Z、
停
事
件
の
な
か
で
最
も
多
い
の
は
離
婚
れ
に
反
し
て
、
委
主
の
里
て
で
は
言
葉
な
ど
が
、
い
ぜ
ん
と
し
て
あ
婚
に
つ
い
て
の
責
任
が
ど
ち
り
に
あ
る

τ一
一
月
二
十
五
日
、
市
役
所
に
お
い
て
一
同
一
)
菊
地
忠
行
(
同
一
一
)
一
一
宮
信
一
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
一
宮
分
で
洋
服
の
警
が
で
き
て
足

ブ

一

日

間

銭

円

程

口

語

訳

語

祥

事

写

す

O

昭
和
三
十
五
年
に
自
の
「
!
?
一
一
一

03出日
山
叩
出
一
引
七
山
民
伊
一
即
明
時
鼎
一
蛸
踊
開
…
一
制Vι距一和担出出#組一枠怯拡一抗昨一山粍一開賠円間挺持一品H
白
一
珂
珂
ヨ
…
斗
逼
一
倒
倒
昨
桝
出
時
一
閃
一
理
諜
事
一
明
引
提
…
一

l埼伊詰一一詞(吋

4
問
出
耐k一
詐H口しh一ド
ιι一

一
一
臨
持
一
…

し主く引望きよ市げ司らり託れま

tした
奈
が
、
実
た
色
」

l!のな
室
ど
、
妻
素
か
離
語
婿
こ
つ
い
て
あ
ま
り
に
低
い
妻
の
地

L

E

L

f

いろの量事情す存喜伊著考蓄慮しキてて、公金E
な
判
乱
断ι一τと応暴
募
者
全
員
に
賞
品
と
一
参
加
貨
を
一
学
一

1

1

1

1

1

i

す

で

す

。

耳

7

7

2、
か
え
っ
て
小
学
校
の
授
業

際
の
姿
は
ど
つ
な
の
で
し
ょ
う
か

017〈
関

与

し

ま

っ

た

と

い

う

も

{

可

f軒
目
-
れ
ぷ
を
に
つ
と
め
て
い
る
か
ら
で
す

oi校
を
通
じ
て
進
呈
い
た
し
ま
す
。
一
八
郎
潟
中
央
干
拓
地
了
か
し
こ
の
「
保
証
人
」
に
な
る
こ
一
斜
計
持
れ
計
画

輔
自
持
U
U山
場

誌

に

コ

リ

可

能

単

位

川

公

正

な

判

断

の

場

へ

分

け

て

も

り

る

著

し

て

、

別

れ

て

し

ら

お

互

い

の

ぞ

合

い

が

つ

か

な

い

場

一

。

許

可

能

γ美
子
(
大
洲
小
五
一
の
入
植
者
募
集
一
品
、
た
い
へ
ん
な
こ
去
で
す
。
一
新
入
賞
童
の
衣
類
喜
一
冬
件
は

は

四

日

十

甘

い

ほ

時

九

時

現

世

話

百

五

日

「

2日
日

開

ね

町

一

十

日

辞

任

日

詰

一

十

時

前

向

日

時

一

一

一

一

へ

山

市

場

開

耕

一

一

一

点

灯

訴

に

日

行

い

は

心

得

て

一

ヨ

訪

れ

門

誌

は

汗

そ
の
う
ち
家
庭
裁
判
読
の
調
停
に
よ
っ
ほ
ん
の
一
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
協
議
室
裁
判
所
で
扱
っ
た
隣
警
官
、
占
め
、
次
い
で
「
性
格
の
き
'
一
し
い
問
題
な
の
で
す

c

さ
き
の
労
働
省
思
い
ま
す
。
な
お

Z裁
ー

で

は

モ

デ

ル

と

た

る

よ

う

な

生

産

性

会

得

一

〈

目

前

詩

作

一

司

の

智

甘

味

五

%

つ

し

て

や

る

こ

ど

も

た

て
離
婚
す
る
も
の
は
一
割
に
雪
量
と
は
い

-Zの
の
、
学
し
も
夫
一
万
四
千
九
百
件
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
七
%
)
「
雪
」
(
一
四
%
)
「
浪
費
の
調
査
葉
を
み
ま
し
て
気
「
襲
警
相
談
に
応
じ
で
L
ま

す

水

準

言

い

豊

富

E得
る

一

-
i

一
第
一
一
は
、
再
計
季
節
い
移
り
変

大
部
分
は
お
互
い
の
話
し
合
い
に
よ
る
婦
が
同
じ
立
蕩
で
話
し
合
う
の
で
は
な
こ
の
う
ち
、
妻
か
ら
の
申
立
て
は
夫
か
」
(
九
%
)
「
酒
乱
・
飲
酒
」
(
八
%
の
と
き
、
財
産
ッ
リ
ま
な
に
も
も
ら
ど
ん
な
に
法
律
や
裂
が
立
派
な
も
優
秀
喜
と
撃
が
要
求
さ
れ
て
い
一
②

F
謀

長

の

j
l、
本
合
一
す
を
、
書
で
認
で
き
主
つ
に

協
議
離
婚
と
な
っ
て
い
ま
す
。
襲
磁
く
、
妻
の
犠
牲
の
も
と
に
、
い
わ
ゆ
る
ら
の
申
立
て
の
約
二
、
震
を
一
官
、
)
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
わ
な
か
っ
た
」

J
Tた
人
が
六
去
の
で
あ
っ
て
も
、
実
際
の
姿
ー
が
そ
れ
に
ま
す
。
一
在
中
の
一
現
行
為
に
つ
い
て
保
一
男
女
児
と
も
セ
パ
レ
ー
ツ
γ
し
て
二

婚
は
お
互
い
に
十
分
話
し
合
い
、
納
得
追
出
し
離
婚
と
い

-Z-つ
な
形
が
と
ら
い
ろ
い
ろ
の
面
で
一
弱
い
量
に
あ
る
妻
み
ま
す
と
、
夫
の
側
に
は
、
ほ
か
に
と
も
あ
り
、
ま
た
、
禁
事
け
で
も
り
さ
わ
し
い
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
入
他
μ
つ
い
て
の
詳
し
い
聞
い
一
証
す
る
も

ωが
普
通
で
、
本
人
の
在
一
=
夜
星
し
て
お
き
ま
し
ゴ
っ
。

し
な
つ
え
で
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
れ
て
い
る
こ
と
に
、
わ
た
く
し
た
ち
は
の
側
か
-
呆
い
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
り
立
て
よ
う
ほ
ど
の
は
っ
き
り
し
た
っ
た
と
叶
合
え
た
人
で
さ
え
、
五
万
円
以
そ
れ
は
絵
に
書
い
た
も
ち
げ
じ
か
す
ぎ
合
わ
せ
は
産
業
主
課
へ
。
一
転
中
の
震
い
か
ん
で
は
大
問
題
に
一
第
=
一
は
、
警
ざ
か
り
な
の
で
、
背

u
i川
l
」
|
l
u
~
d劃
ぺ
」
理
由
も
な
い
の
に
、
「
性
格
の
相
違
」
内
の
お
金
し
か
も
ら
っ
て
い
な
い
人
が
ま
せ
ん
J
」

の

立

派

な

法

律

や

制

度

と

一

な

り

か

ね

ま

せ

ん

。

ま

た

こ

の

期

間

一

た

け

も

す

ぐ

短

く

な

る

こ

と

、

元

気

な

供
時
恥
げ
雨
空
日
以
耳
目

N
M
M
U話
料

品

諮

問

古

川

腸

チ

フ

ス

予

防

接

種

一

時

計

駐

日

一

2
5
H
R

AFV-J-吟
キ
コ
;
;
ギ
に
対
し
て
、
妥
結
に
は
、
夫
が
不
貞
ば
な
ら
な
い
著
書
、
あ
ま
り
に
ら
の
大
事
な
間
警
と
思
い
ま
す
。
そ

O
対
象
者
一
義
え
ら
れ
ま
す
。
ぃ
者
こ
レ
て
一
い
れ
て
事
え
ら
ん
で
く
だ
さ
い
。

主
計
年
前
孝
弘

2
1いた

i
iな

も
号
、
言
で
雪
と
い
っ
て
も
う
い
う
面
で
家
庭
裁
判
所
の
果
た
す
べ

L
Tハ

十
歳
ま
で
の
者
一
も
、
本
会
十
分
信
頼
で
ふ
人
か
一

M
M
H

記
長
当

日
じ
同
一
県
正
リ
尽
諺
一
必
一
号
際
主
ど
の
ひ
ど
い
し
-
っ
ち
を
つ
け
た
と
き
、
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
霊
料
の
額
を
き
読
書
任
は
、
き
わ
め
て
大
き
い
初
回
免
疫
十
五
円
一
ど
っ
か
、
よ
く
確
め
る
必
要
が
あ
り
一
方
法
、
ま
た
安
い
化
繊
て
い
た
ん
だ

足
並
汁

A
k
h沼訪
れ

詩

吟

ヨ

括

経

語

と

い

え

ま

じ

よ

う

o官
再

E
i
-
-一言
語

在

日

「「
l
f
i
f
-
-
|」
は

じ

め

て

離

婚

の

申

立

て

に

ふ

み

き

っ

)

「

十

万

円

以

下

」

が

三

三

%

、

コ

一

二

ど

家

賃

、

室

代

の

不

払

い

問

題

か

お

一

わ

せ

て

計

画

を

立

て

る

こ

と

で

す

。

生

誕

百

年

記

叫

遺

墨

展

と

き

四

月

一

日

か

ら

十

七

日

ま

で

(2) 日1 5 昭和 41年 5用歩巳

の成果

寄生虫で好成績
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団
員
ら
千
名
が
参
加

か
二
十
二
名
A
V
大
洲
市
長
賞
1
宮
内
稔

矢
野
ほ
か
四
玄
写
市
消
防
団
長

賞
i
回
里
高
実
(
上
須
戒
)
ほ
か
五
六

名
。
市
長
感
謝
状
l
河
田
忠
志
ほ
か

山
火
事
に
注
意

し
て
他
の
火
を
点
ず
る
に
非
ず
し
て

『
三
月
二
十
一
の
エ
レ
キ
器
機
を
以
て
火
光
を
発

唱
し
、
そ
の
光
明
数
十
町
の
遠
き
に
達

五
日
を
ご
存
し
恰
金
臼
展
の
如
く
実
に
日
月
を
除

く
外
之
と
光
を
閲
す
る
も
の
な
し
」

知
で
す
か
』
こ
れ
は
東
京
銀
座
で
、
は
じ
め
て

ア
ー
ク
灯
が
一
般
に
公
開
さ
れ
た
と

電
気
の
歴
史
の
芳
き
の
も
ょ
う
を
記
し
た
文
章
で
す
。

一
頁
を
飾
る
電
気
記
当
時
の
江
戸
ツ
子
た
ち
は
、
は
じ

念
日
で
す
。
わ
が
国
で
は
じ
め
て
ア
め
て
見
る
電
灯
の
あ
か
る
さ
に
び
っ

l
ク
灯
が
点
ぜ
ら
れ
た
の
が
閉
治
十
く
り
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
在
で

一
年
三
月
二
十
五
日
。
も
、
銀
座
二
丁
目
に
は
、
当
時
を
し

「
電
気
灯
は
米
国
人
の
新
発
問
に
の
ぷ
電
柱
が
立
っ
て
い
る
こ
と
を
、

だ

南

中

で

消

防

出

ぞ

め

式

ご
存
知
の
か
た
は
す
く
な
い
よ
う
で

す。
電
気
が
動
力
に
利
用
さ
れ
た
の
は

電
灯
よ
り
や
や
お
く
れ
て
、
明
治
二

十
三
年
の
十
一
月
に
、
浅
草
の
十
二

階
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
凌
雲
閣

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
、
七
馬
力
の
電

動
機
が
と
り
つ
け
ら
れ
た
の
が
最
初

で
す
。
こ
う
し
て
、
一
歩
一
歩
、
私

た
ち
は
電
侶
生
活
へ
の
遣
を
た
ど
っ

て
い
き
ま
し
た
。

だま

広
報
の
し
お
り
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